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「新事業計画」の基本方針について 
 
 双日ホールディングス株式会社は、財務体質の健全性確立及び収益力向上を一層加速す

べく、以下のとおり「新事業計画」策定のための基本方針（骨子）を決定致しましたので

お知らせ致します。              
 
１．狙い 

双日グループは、事業ポートフォリオ戦略による「収益力の向上」、ならびに株主資本

の充実と有利子負債の削減による「財務体質の強化」を目的とした事業計画（2003 年

4 月から 2006 年 3 月までの 3 ヵ年計画）を策定し、合理化の進捗及び財務計数とも

初年度で目標を達成するなど、順調に進捗しております。 
また本年 4 月 1 日には、合併会計による資産健全化も実行し、将来の追加損失発生リ

スクの低減も進めて参りました。しかしながら当社に対する市場の評価は十分なもの

とは言えず、結果としての経営基盤への影響を考慮せざるを得ない状況と認識するに

至りました。 
このような中、外部環境に左右されない強固な経営基盤を早期に構築することが重要

との認識のもと、3 ヵ年計画を発展的に修正することにより、市場の信用の早期回復を

図るものです。 
 
２．「新事業計画」骨子～基本コンセプトは「再生の加速」 

①財務体質の健全性確立 
・資産内容の見直し完了 
「事業リスクの低減」「資産の質・流動性の向上」の観点から、減損会計の前倒  

  し、保有不動産の処分、海外投融資を含む低採算事業から大胆に撤退することに 
よる 2500 億円規模の償却・引当処理を断行し、将来の追加損失発生リスクを一掃     

・株主資本の充実 
上記処理に伴い大幅に減少する株主資本を補完し、財務を健全化するため、UFJ
銀行を中心に UBS グループ等も加えた十分な資本増強を予定 



  
 

②収益力向上の加速 
・選択と集中の加速（SCVA による事業ポートフォリオ再構築） 
新事業計画で選択・低採算事業の処理を断行 

*SCVA とは、当社独自のリスク・リターン指標 
・「強み」のある事業の拡大(成長戦略) 

  双日グループが固有に持つ「強み」を活かした競争優位の事業へ追加資金を投入

し、収益拡大を図る【別紙１ご参照】 
・低採算事業への投入資源を成長事業に再配分   

    SCVA に基づく事業ポートフォリオの継続的な見直しにより、低採算事業の経営資 
源（ヒト、カネ）を成長事業に再配分【別紙２ご参照】   

・リスク管理の強化・高度化             
    リスク計量手法を導入し、株主資本対比でのリスク量のコントロールとリスク 

リターン（SCVA）の向上に取り組む 
   
  ③計数等 

・将来の姿として経常利益 1000 億円企業を目指し、3 年後の財務目標を具体化 
 ～ネット DER：4.5 倍以下（ネット有利子負債：１兆円程度） 
 ～財務格付  ：投資適格 
・収益計画の詳細については、9 月上旬に公表予定 
      

３．スケジュール（予定） 
2004 年 7 月 23 日（本日）     基本方針公表           
    9 月上旬          詳細内容公表（事業計画、増資額等） 
    9 月下旬         臨時株主総会開催（増資に向けた定款変更を予定） 
     10 月中旬         増資払込 

 
４．業績修正について 

「新事業計画」実施に伴い、5 月 13 日公表の当期利益見通しは修正を見込んでおりま

すが、詳細内容公表と合わせて発表の予定です。 
  

                                    以 上 



<成長戦略の基本コンセプト>

以下の高度で多様なビジネス機能の組 高い専門性と独自の価値ある情報を活

み合わせと、きめ細かな対応により、付 かし、収益機会を発掘・刈り取る力

加価値を格段に高める力

　　・メーカー機能 　　・長期リレーションベースの情報源

　　・企画立案機能 　　・収益機会に対する目利き・嗅覚

　　・適地生産、適地販売の為の拠点作り 　　・クイックレスポンス

　　・ストックオペレーション

　　・ロジスティクス機能

（強みを発揮している主な事業） （強みを発揮している主な事業）

　　・航空機関連事業 　　・油田（既発見未開発）

　　・木材（原木から製品まで） 　　/海洋プロジェクト投資

　　・アパレル事業 　　・石炭事業

　　・樹脂コンパウンド事業 　　・首都圏マンション事業

　　・補完機能の買収 　　・リスクコントロール強化

　　・グローバルな事業提携 　　・投下資金の拡大

「強み」と「基盤」を活かして競争優位を創造し、収益力を拡大

トータル・ビジネス・エンジニアリング
収益機会に対する目利きと

SPEEDYな判断

双日の持つ２つの「強み」

中堅・中小企業を含めた
優良・広範な顧客・市場基盤

２つの「強み」をさらに「テコ入れ」

別紙１



<ＳＣＶＡによる事業ポートフォリオ再構築>

≪「事業ポートフォリオ再構築」のイメージ≫
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新事業計画で選択事業・低採算事業の処理を断行、創出資金を成長分野に再配分

⇒　選択と集中の加速

SCVAに基づく事業ポートフォリオの継続的な見直しにより、
低採算事業の経営資源（ヒト、カネ）を成長領域に再配分

　⇒　常にリソースの最適化を図る
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